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我々は Hawaii Univ. のMees Solar Observatoryの Hαコロナグラフで観測されたプ
ロミネンスデータを用い、それらを eruptive prominence, quasi-eruptive prominence,
disappering prominence, の3つに分類してきた。eruptive prominenceはフィラメント
の物質がコロナ上層まで吹き飛ばされる現象の分類で、disappearing prominenceは上
昇せずに流れ落ちるようにフィラメント物質が消えるプロミネンスの分類である。それ
に対して、quasi-eruptive prominence は一旦物質が上昇した後に流れ落ちるように消
えていく現象を分類した。そのうち、eruptive prominence,quasi-eruptive prominence,
に当たる物はようこう SXT でも変化が観測され、 disappering prominence において
は SXT では変化が見られなかった。 (95年春季年会)
今回は、ようこう SXTデータと Mees Hα データの重ね合わせを行なった結果と、
プロミネンスによって引き起こされた、またはプロミネンスの引金となった現象の解
析を発表する。


